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The influences of the pH of the solutions on the percentage of coprecipitation of ni-
ckel， cobalt， and zinc respectively with aluminium hydroxide were investigated. The per-
centage of the coprecipitation of each metal was remarkably influenced by the pH of the 

















2. 実 験 法
2. A. 試薬
ニッケノレ標準溶液:硫酸ニッケノレ NiS04・6H20の特級品を用いて，徴硫酸由主性 1x 10-2M およ
び 1x10-3M 溶液を調製した口
コパノレト標準溶液:塩化コパノレト CoC12 ・ 6H20 の特級品を用いて，微~11i段酸性 1x 10-2Mおよ
び1xl0-3M 溶液を調製しすこ。












およびアンモニア水を， ピペットを用いて加え， 全容 100m!の種々のpH値をもっ溶液をつくり






3. 1. 水酸化アルミニウムに対するニyケJI，.の共沈率と pHとの関係
3. 1. A. ニッケJI，.の検量綜
25m!;)スプラスコ中に 1x10-3M硫酸ニッケノレ O.lml-2mlを採取し， O.lM塩化アルミニヲム




3. 1. B. ニyケル共沈率とpHとの関係


















ヲムに対する銅の共沈率を算出した D その結果を表図 1 ニッケル検llH'.~
1MNH3-NH4Cl， 0.01%ゼラチン.25"C 1および図 2に示す。
乙れによるとニッケノレ共沈率はpHの影響を著しくうける乙とが分かる。すなわち最大共沈率は




1 X 10-3 M NiS04 5ml. 













5 X 1O-sMNiS04. 1 X 1O-2AICIa， 








































































3. 2. A. コバルト検量線
25mlミスプラスコ中に 1x10→M 塩化コパノレト
0.1，-...2.0 mlを採取し， O.lM塩化アルミニウム10




























1 x 1O-3M CoC12 5ml. 





6.76 66.0 80.5 19 
7.24 60.8 74.2 
7.38! 52.0 63.4 
7.54 43.2 52.7 
7.64 36.0 43.9 
8.16 I 18.0 22.0 
8.63: 18.0 22.0 
9.49 22.0 26.8 
10.00 53.2 64.9 
4.49 78.8 96.1 
4.64 79.2 96.6 
4.71 79.2 96.6 
7.45 42.0 51.2 
8.04 20.8 25.4 
8.55 17.2 21.0 
9.42 31.2 38.1 
















5 x 10-5M CoCh. 1 x 1O-2M AIC13• 
0.2M NH4Cl. 250C 












































1M NH3-NH4C1. 0.01%ゼラチン.250C 
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ムを求めると，悶 5 のように，拡散竜ifif の波高と rtt~ ;íiü イオンの濃度とがよく比例した3 亜鉛イオン
の濃度は 4x 10-6---8 x 10-5M の拍附になっているわけである c
3. 3. B. 亜鉛共沈率と pHとの関係
ニッケノレ， ゴパノレトの場合と悶臓の方法で， 水醍化アノレミニウムに対する [M~鉛の共沈ギを求め
た。すなわち， 1 x lO-3M 硫酸亜鉛を用いて水k~変化アルミニウムに対して共沈する亜鉛の:量を， 支
持電解質1Mアンモニア一塩化アジモニワム，極大抑制剤0.01施ゼラチン組成の溶液についてのポ
ーラログラムから求め，それから亜鉛の共沈本を算出したむその結果を表3および図 6~こ示す。
表 3 司王鉛共沈ギと pHとの凶係 1伺
1 X 1O-3~i{ ZnS04 5ml， 
理論値82.5X 10-3μA 
ロ液
pH S=0.004 I 亜鉛残存率l共沈率10-3μA I i叫/m m i ~~ l ~ - : 96 96 
5.06 21.1 84.4 102.9 0 
6.30 10.3 41.2 49.9 50 
6.62 8.7 34.8 42.2 58 
6.98 5.2 20.8 25.2 75 
7.40 3.7 14.8 I 17.9 82 
8.05 4.0 16.0 19.4 81 






















































図 6 司E鉛j民主キと pHとのi地係
5 x 1O-5~1 Zn S04. 1 X 1O-2~1 AIC13， 








最大共沈率のあらわれる pH範聞は， コパノレトでは 8--9， ニッケノレと車鉛とでは 7.5---8.5で
あったが， pHがこれらの範囲を外れると，共沈率は何れの場合も急激に減少した司その減少の皮
合いは pHの上方域と下方域とではほぼ対称的におこった口











さてその各金属のイオン平探は次の辺り 101である口 (単位 A)
測定者 AP+ Cd2+ Co2+ Ni2+ Zn2+ 
Goldschmidt 0.57 1. 03 0.82 O. 78 0.83 
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